
 

 

 

 

 

※ 既習事項を振り返り、見通しを立てる 

※ 考えとその根拠をノート等に書く 

※ 課題解決のために ICT 機器や新聞等を活用する 

 

 

 

〇 伝える 

・分かりやすく伝わるようにプレゼンテーションソフ

ト等を用いて、考えをまとめる 

・考えとその根拠を明確にして相手に伝える 

 

 

○ 聴く    

・相手の考えとその根拠をしっかりと聴く 

 
 

〇 話し合う 

・考えやその根拠の相違点に着目し、話し手は自分の

意見が伝わるように話し、聞き手は相手の意図を考

えながら聞く。 

・出てきた意見を分類しながら、互いの意見が納得で

きるようにする。 

３ 一人学び を貼り、個々に課題追究 
※ 学習課題や学習方法を選択できるようにする 

※ 考える時間を確保する 

 

 
○ 教師は、生徒が課題解決に主体的に取り組めるように

「見通しをもつ」、「考える」、「協働して活動する」等の

活動の場の工夫していく。 

 
＜教師の働きかけの視点＞ 
◆ 活動の目的や個の能力に応じた指導を心がける 

・生徒の学びが深まるように ICT 機器を活用する 

・個に応じた学習器具等の準備を行う  など 

◆ 生徒が学びを自己調整する活動を設ける 

 ・学習課題や学習方法を選択できるようにする 

 ・自分の考えや学習方法について、他者と交流したり、

振り返ったりする場面を設定する など 

◆ 他者と協力して活動する場を設定する  

 ・自分の考えを表現したり、他の人の話を聞いたりする  

場面を設定する など 

 

 

 

 

 

・生徒の疑問や関心を生かした家庭学習課題の設定 

・次の課題との関連性の明確化 

・家庭学習の重要性の周知 

 


